
会長 藤本昌宏

士さん今日は 木々の緑がまぶしい季節となりましたが ■様お変わけなく Fl会御出席まことにありがとう御

,いま坑
f中組と奄美が続Nす入りし、日中は汗ばむような気湿になる日がだんだんと夕くなってきますた。いつの間にか

にの紫陽花が新線の言英を繁らして 今年も咲き誇る半備をしているようであ 日本原たの花である「業陽花J

は、本の核と立んで,本の四手を象徴する花のひとつで汽

あまり発表される事はありませんが、気象庁では、怯と同じように紫陽化の岡花も顔 Hlされているようで

'LH」が14り杭くt511のあいだは、湿気と蒸し暑さの憂鬱に感じる日が多くなりますが、Hゴにうたれてしっとりと革や

か|[咲 く紫陽花は、甘から日本人の心をなしてくれる存在で|ヽ

手師の移りfFゎ りを感じさせる日本の原lRl景の つの要です.兵庄で紫陽花手としては、西脇市の田ホ寺と
川西市のlR光寺 (らいこうじ)が有名です

=

さて、第59回地区年次大会富R野キャビネットの参加を終え昨日戻ってまいうました.ご参加していただいた4ライオンご音労様でした.
そして335複合地区年次大会そして2Zの話,1委員会のご参

"『

いただきましたクラブイ支員、地区役貞大変ご音労さんでした。

331,地区は道北 道東ttl区で331複合地区内でも89ク ラブを誇る技大地区で有り道内の半分以上の II格を有しまキ LttFr信夫ガ
″サ ースローガン「友愛と感動で本社の綱 で3市町村のライオンが t扇の家)となり89ク ラブに発信され活気ある地区・■営に取り組んで

こられました。

又、ホームクラブは7cよ り331B地区2R2Zの 8ク ラブの友去と相工理17による事には動致しました。そして富史野LCはご存じの通
り CN50H年の大きな前日に兄事3度 日のガ六ナーの記生させると同時に約10年スパンで富真野キヤビネットを考えて運官されている
事にも驚人動地でありまキ 常に地区の指導的立場として地区発展のため大きく寄与されており この事はクラ‐ メンパーが常に一致団結
してライオニズムの原点である相互理解と友去により初めて為し得られる車【 工ねて敬意と賞資を贈り致しまキ
そし【 5)121日 22日 と2日 間、ゴルフiFの本年度の集大成としてゴルフ部長L春雄安信を中心にお世話をかけした征ゴルフに参加さ
せていただきました.

又本年度大会されました、I藤原洋志がクラブメンバーと二日間、Rく溶け注でいる姿をキ見できクラブとしてもスボンサーとしても度ん
でいまiこれからもクラブでのi千躍を期待いたしております。
そして私に置きましても、9月 より練科していたltl蔭でゴルフを楽しんでブレーする手が出来、またスコアーはともあれ精来初日に優勝出来
ました事に夕くの人に御指導をしていただきました結果だと、心より感謝しています。

ありがとうございました。

そして本日例会より、本年度の役貞 委員長の年次報告が始まリー方では次年度に備え斉々と準備を進められている次期役員の方々に、
バトンを渡す日が来るのと心付ちにしている私共に 今回まで賜りましたご支援 llll協力を最後までiしくお願い申し上げ御猿挙に代えさ
えて頂きまれ



We Serve

普さん今日は 月が変わって水無月で■ 年にこ度 6)Jと 12月の晦日 (みそか,|ヤ予われる大祓 (おわはらえ)は■年のあいだイに積もっ

た|卜 iけがれを払い市める神事ですtこの判+は「質lJL大ばJ(なごしのおおはらえ)とも呼ばれ,い季II I病 にかからなように幅いが込め
らツしていました.

現在はれよりも飾電対策として クールビズが支】このようで,i

た者え文化は 平安時代の宮中行■から始まり 1000年以 上続いていまキ 第倉時代から現れも よHFだけではなく 調度品まで取り者
えておられる家庭も数多いと思いまi
自然の変化を感じ

=節
を楽しみながら衣月に詞にを改める.衣をえは 四峯 lh々の日本ならではのま晴らしい知恵と文化なんでi

さて 本年度も当会館での通常例会は本国最後となりました.ク ラブにドきましては 次期役員も既に決定され 者■に次年度へ向けてキ

llがとめられておりJI「

次期在員そしてメンバーの十柾たいへん仰古方章でキ

そして世舛ライオンズクラブ事業にせいても7月 5日ヽ9日まで第96回 IC卜 い大会がドイツ タヽンブルクで開催され国際役員に方かれまし

ても 新」が入れ言わりま丸

少し早いです力1335D地区カラ`ナー,枯北実智子 331B地区カハナーL lf藤信夫 大変わ成れ様でした。
本年度 私は吏に多くのライオンとお奈いする享が出来 ライオンズのネットワークに改めてほ心しておりまⅢL

ライオンズの魅力はライオンズ本社活動そしてクラブとは会員同上の友安にありまi
世界には70億いの人間が

'き
ていますが  生のうちに出会える人の数は十仙ふれ介う振も夕上の麻Jと中しますが お、れ合う人たちを数

え人れても 限りなくゼロに近いと思います】
ライオンズクラブは希少なlt人との出会いの機会に恵まれた世界でありまキ                             ー

我がライオンズも クラブとして名を冠にしている以 L本来 メンバーが出発的に楽しく集まれるはずの団体でなくては成りません.「広奇
充Jを 打けてみますと「クラ刻 とは 政治 社交 娯楽 共通の目的によィって集まった人 の々同体と記載されています。

クラブは一個人では動きません、個から注紘の硫のように広がってこその集回指導力 ヽc Serv● で有ります)

ライオンズクラブについてあれこれ考えるに当たり ます 【クラブ】であることの記試を忘れては成らないと思います。
そして より多くの人 に々その愉を広げて活rlJを発はでき 地域社会へのキ仕を其j芭の目的にした善意の楽しい々まりでありまキ

本日
'j会

も会貞同士の楽しい言らいの場である '」会でありまヽ ■木日は 本年度各役員の■次報告と成っています 仕員FTIFびにライオン

テーマ テールツイスターそして地区執行往員 jl言労様でしたt

そして 私くしも本会場での会長挨

"は
木目がヤ後となり各クラブメンタ`―の伸静碑に友宏と相互理研に″心より感訓中しと|え lF挙に代え

させていただきまキ

智峨Fi之瑠
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皆さん今晩は 近裁地方にも梅雨空が京り ようやくまとまった雨が降りましたが まだまだ 今回Ⅲ,には空梅雨が懸念されていま|■

雨のシンボルと言えば「
~ろ
てる坊二Jが有名でi子供時代には一度 作ったことがあると思います力ヽ

夏の水不足がフしいこされ■itヽる今は てるてる坊上をつるし植やかな恵みの雨が降ることをお折りしたいものでキ

きて 本日は西脇LC2 012年度 通常の集大成であります我がホームクラブでは さまなら例会でございまキ

昨年7月 10日 第1187Ⅲ 例会にて初めての第1回「ゴングJを打たさせて頂いてから 木日47Ⅲ 日の開性ゴングを先ほどlTた させていた
だきました。そして本年E最後の48Ⅲ 日のFH会「ゴシ刻 を後ほど打たさせていただきまi

三浦雄 郎さんが 登った山からは下りなくてはならないぅ史上最高年前でのエレベスト全TFTのあと下山の言問をうかがわせています=無
事に生としてこそ成功なのだと 自分に言い聞かせつつの一方一方だろうと思いま1売
先日 衣力`クラブニユースを初め型車会資||な ど夕くのデーターを児てますと えに快かしく皆さんからお受けいたしました夕さのこもった御|

支l_と tt協力が年項に出ており万感の思いに加がこみ上十デて参りました.

2012年度会長テーマ【辻化】そしてアクテイビテイスローガン【仁れのこさを活力に し字の市りを次世イヽへ】西臨LCの千在意業を
=jち

出し 述常方針を第1回次期役員 ′員長会議から始まり それぞれの委員会が委員長中心でスタートされました。
先ずは 会員出■委員会 型車 委員長L保ヤ良明には 会員増強アワードに勤め設立当時の会員l・ 59名をキ」らないように招請に孝めて
lHき ましたが 成合な結果と成りましたが しかしすばらしい1名のライオンが大会していただいた手がクラブメンバーー同のキびでありまキ

財務委員会委員長L岡本和明には 本年度の予算実の作成支出利日の祇討また健全財政の堅持

“

)んじ)を lF持していだきました。クラ

ブ江宮責が少し窮|』で有りましたが 取,わけスムーズに進みました事お礼申し上げまキ ,,すは 本年度の決算報告並びに会「
f監登 余斉1

4の拡り分となり着地の決算をよろしくお唖いいたします.

計画大会委員会 委員長L平回滋 例会での脚本家を2年継杭委員長を引き受けていただきました事 大変感謝いたしております 世界ラ
イオンズにおいては大会と呼ばイtるのは国際大会そして技令地区の大会 地区の大会そしてクラブの大会 (,」会)でありまェた本

'J会

場でも会

場づくりに言両大会委員会の皆様にお世話に成り会員一同感謝いたしまi最後の流「
Fで木年度 には前し次年度にエールを送りたいと思い

まキ

テール ツイスター正L青藤安信 副L富脇,F弘は例会の安出家として,」会を盛り上げ また賞く幹事との拘合せなどおこない実顔で楽しく

飛すファインなどに月1り 組まツせ、ネ晴らしコンビの宴出家でありました.

「
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ライオンテーマ正L棚倉和久 L近醸文博 例会の市J“ 者で ある 例会準備イ吊研」物の配布 移動,1会のキ備 プラカドの市用そしてクラ
ブ備市の11理と

',」

会支えて頂きスムーズに進行する事が出来ました。イーゼルのi古用で西晩L Ctt lT情を,」会に掲示し我がクラブのた統の

工みを感じさせられました.

PR情報委員会 委員長L矢野耕二 Pu湖に Rdatぃ、 一般1に会に■業目的など広i性活動に努めて頂き 特に本年 度は クラブホームベ
ージの充実で多くの活動を掲載する事ができ335複合地区においても高いrlT価を作られkホームベージ活用により 故とな情キRのは遣の店
討そして本年度設立されたLi)ns ALERTに よるウエブサイトで緊急ヨ態の管理かできる■を打合いたしまⅢヽ

YCE委員会 委員長 L村井光― ひきいる委員会では ■入れではマレイシアのリー インシャンが来日しホストファミリーをL朝41ttt
にお世|キをお十H)いたしてクラブクリスマス,1会に花を添えていただきました.

派遣事業では 岸本京さんとメンバー r弟 ■IL忠美さん上美さんの3名がれ手大にとして市躍していただき ブーン内クラブと会員の皆lFに
rD世話をおかけしながら西防LCの地えにおけるYCE活動に記録更新に努めていただきました。

保健奉仕委員会 委員長 L嶋国畳 7月 17日 に西脇中学技にて業物のさろしさを公波とキャラバンカーの注直苫もう活動の実施 そして
献血運動11日 と4)1 2回実施され99600図 Tを もlEIHして ただき文 長年祉抗している事業に対して81121日 に厚

'働
人E感敵状を

受賞いたし我がクラブも国内■大の就Ⅲ[協力同体となりました。

会奉仕委員会 委員長 L高橋博久では 身体い害者体育大会の参加と第5Ⅲ 面脇多丁Tr人択は大会清掃本社と応援者に対するなき出し
本イにそして第3 HJ会長L頃安方明と委員会脇力の元 視党障害キ社会参加の支援事業をTIめ西脇市社会福祉協議会へDVDttlK・器類及び災

草 時のタトIF警科チャイムの行1常により障害者の皆さんの社会参加が積極的にできるように支援されました.ま きにF・ 峰会長テーマ「奉イにの世

刑 その物でありました。

作委員会の皆様クラブ運せに1,協力に″ぶよりお

“

口中しに1デまうL

この一年 地区内においてここに西怖LCがありの名声をとどろかせ50周年の歴史をFlる 事が出来きた一年でありましたて

詰■■各十そして会員の皆さん方の友宏に対し限りないは前をきさげたいと思いま丸

そして私には 幹事L山口き康 会計L村上昭三のお■人に
=ま
れて■延につきるものが多くありました。本当にお世話をお桂い)いたしまし

た。又 役員席をllHめ 理+委 員長の皆さんにも工ねて深く尽計中し上げまキ

占t後に 2013年 3)」 23日 西脇LC 50周 年記合式典がクラブメンバーの結力を括矢して大過なく成Tll理に終わる事ができました
=と
かさ

laておIL中 し上げまi
周年の言とするのは過ムを振りたると刊時にヽ来に日を向ける適切な機会を与えられ、面脱I,Cの布るべく芸を実実にしなけれは成りません.

また過去を振り苦えてみればよ半ばにして御江去されましたライオンの方々には生前クラブ活動に多大な功憤を残されましたこと感部の意を

表し、ご冥相をお祈り致したいと思いま:■

そして近未来に目的け迪t」な西臨LCの発展を折合中し上げ50'旬年度のに官がクラブメンバーのれ力の元 キを下ろせます車に感謝中し上

,会長として最後の1「技
"と

致します)

納1協力ありがとう後,をいました.

ホームベージ随時更新中 ! 西臨ライオンズクラブ クラブニュースに載せきれない記事や写真が摘載 !
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1年間ご協力

ありがとうこざいました。
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